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手
形
偽
造

の
被
偽
造
者
責
任

黄

清
『

渓

一二三四五

前
　
　
　
言

表
見
代
理
責
任
と
そ
の
検
討

表
見
法
理
貴
任
と
そ
の
検
討

使
用
者
責
任
と
そ
の
検
討

結
　
　
　
語

一
　
前

言

　
偽
造
手
形
に
つ
い
て
、
被
偽
造
者
は
手
形
を
偽
造
さ
れ
る
に
つ
ぎ
重
過
失
が
あ
る
と
否
と
、
偽
造
手
形
に
対
し
て
は
な
ん
ら
の
手
形
上
の
責
任

を
負
わ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
手
形
偽
造
は
物
的
抗
弁
で
あ
る
。
け
だ
し
、
被
偽
造
者
は
自
ら
手
形
行
為
を
し
た
の
で
も
な
け
れ

ぽ
、
他
人
を
し
て
行
わ
せ
た
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
被
偽
造
者
は
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
常
に
絶
対
に
手
形
上
の
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
る
と
、
手
形
の
善
意
取
得
者
に
対
し

過
酷
な
場
合
も
な
い
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
よ
く
問
題
と
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
、
印
章
や
手
形
用
紙
の
保
管
を
他
人
に
委
託
し
、
そ
し
て

　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
　
　
（
一
六
一
三
）



　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
　
　
（
一
六
三
二
）

保
管
者
が
偽
造
手
形
を
作
成
し
、
そ
の
偽
造
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
被
偽
造
者
に
も
責
任
が
な
い
と
は
い
え
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
被
偽
造
者
の
責
任
を
肯
定
す
る
た
め
に
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
方
法
は
、
表
見
代
理
の
規
定
に
依
拠
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

手
形
偽
造
の
場
合
に
、
表
見
代
理
の
成
立
の
余
地
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
例
・
学
説
と
も
古
く
か
ら
論
争
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
判
例
は
、
無
権
限
な
他
人
に
よ
り
直
接
本
人
の
名
義
の
記
名
捺
印
が
な
さ
れ
た
場
合
、
行
為
者
が
本
人
の
た
め
に
す
る
意
思
を
も
つ
て
な
し
た
と

認
め
れ
ば
無
権
代
理
に
当
る
が
、
本
人
の
た
め
に
す
る
意
思
が
な
け
れ
ば
偽
造
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
無
権
代
理
の
場
合
に
は
表
見
代
理
の
規
定

　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
当
然
適
用
す
る
が
、
偽
造
の
場
合
に
は
偽
造
手
形
は
絶
対
的
に
無
効
で
あ
り
、
表
見
代
理
の
成
立
は
認
め
な
い
。
し
か
し
、
手
形
の
善
意
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

者
の
保
護
を
な
る
べ
く
拡
大
す
る
た
め
に
、
判
例
は
、
手
形
行
為
の
無
権
代
理
を
広
く
、
偽
造
を
狭
く
解
し
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
の
判
例
は
、

こ
の
区
別
の
方
法
に
よ
ら
ず
に
、
明
ら
か
に
偽
造
と
み
ら
れ
る
場
合
に
も
表
見
代
理
の
適
用
を
認
め
、
名
義
人
の
責
任
を
追
求
す
る
な
ど
、
新
し

い
傾
向
を
示
し
て
ぎ
て
い
る
。

　
学
説
は
、
無
権
限
者
が
他
人
名
義
で
手
形
行
為
を
し
た
場
合
、
無
権
限
者
の
意
図
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
偽
造
と
す
る
。
但
し
、
表
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

代
理
の
規
定
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
を
認
め
る
か
に
つ
い
て
、
少
数
の
消
極
説
も
あ
る
が
、
適
用
さ
れ
る
べ
ぎ
だ
と
す
る
積
極
説
は
多
数
説
で

（
5
）

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
偽
造
に
対
す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
判
例
と
学
説
に
差
異
が
認
め
ら
れ
て
も
、
結
果
と
し
て
、
両
者
と
も
表
見
代
理
の
規
定
の
適

用
を
認
め
る
傾
向
に
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
判
例
の
よ
う
に
無
権
代
理
と
偽
造
と
の
分
類
を
す
る
意
味
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

見
代
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
可
能
と
し
て
も
、
「
第
三
者
」
の
範
囲
な
ど
の
適
用
可
能
対
象
の
制
約
の
問
題
と
遭
遇
し
、
結
局
善
意
取
得
者
の
保
護

の
効
果
は
期
待
で
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
従
来
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
議
論
が
多
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
む
し
ろ
、
視
点
を
転
換
し
て
、
逆
に
偽
造
手
形
の
取
得
者
の
信
頼
内
容
に
応
じ
て
主
観
的
態
様
を
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
得
者
の

信
頼
保
護
を
は
か
る
こ
の
方
が
本
筋
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
偽
造
手
形
の
取
得
者
は
、
O
　
偽
造
老
に
被
偽
造
老
の
記
名
捺
印
を
代



行
す
る
権
限
が
あ
る
も
の
と
信
じ
て
手
形
を
取
得
し
た
場
合
、
⇔
　
被
偽
造
者
本
人
の
真
正
な
記
名
捺
印
で
あ
る
も
の
と
信
じ
て
手
形
を
取
得
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
場
合
、
の
二
種
類
に
分
け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
O
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
専
ら
偽
造
手
形
の
直
接
の
取
得
者
の
問
題
と
し
て
処
理
す
れ
ば

よ
い
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
O
の
よ
う
に
権
限
あ
り
と
信
じ
て
手
形
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
偽
造
者
か
ら
直
接
偽
造
手
形
を
取
得
し
た
も
の
と
の

間
で
は
お
こ
り
え
て
も
、
そ
れ
以
後
の
手
形
取
得
者
に
つ
い
て
は
殆
ど
お
こ
り
え
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
第
三
者
の
範
囲
」
の
問
題

は
こ
こ
で
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
手
形
を
偽
造
者
か
ら
取
得
し
た
者
、
す
な
わ
ち
、
直
接
の
相
手
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
判
例
に
現
わ
．

れ
た
事
案
で
み
る
限
り
、
殆
ど
が
偽
造
の
依
頼
者
な
い
し
懇
請
者
が
多
く
、
保
護
す
べ
ぎ
信
頼
が
存
在
し
な
い
も
の
が
多
い
。
保
護
す
べ
き
な
の

ほ
、
そ
れ
ら
の
者
か
ら
手
形
割
引
な
ど
で
偽
造
手
形
を
転
得
し
た
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
第
三
取
得
者
は
、
た
か
だ
か
被
偽
造
者
本

人
の
真
正
な
記
名
捺
印
が
な
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
た
と
い
う
⇔
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
⇔
の
場
合
の
問
題
の
把
握
は
、
手

形
偽
造
に
つ
き
、
最
も
核
心
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
手
形
取
得
者
の
手
形
取
得
の
際
の
主
観
的
態
様
を
基
準
と
し

て
、
前
述
の
よ
う
に
二
分
類
し
、
そ
し
て
⇔
の
場
合
の
間
題
に
比
重
を
お
き
つ
つ
、
被
偽
造
者
の
責
任
を
肯
定
し
う
る
か
ど
う
か
、
O
、
⇔
の
場

合
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
表
見
代
理
の
規
定
の
適
用
、
表
見
法
理
の
適
用
、
あ
る
い
は
使
用
者
責
任
の
規
定
の
適

用
な
ど
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
と
考
察
を
試
み
、
手
形
偽
造
に
つ
い
て
の
、
被
偽
造
者
の
責
任
の
問
題
に
つ
き
論
じ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
（
1
）
　
大
判
昭
和
八
・
九
・
二
八
民
集
一
二
巻
二
二
号
二
三
六
二
頁
、
最
判
昭
和
三
二
・
二
・
七
民
集
二
巻
二
号
三
二
七
頁
。

　
（
2
）
　
大
判
昭
和
八
・
九
・
二
八
新
聞
三
六
二
〇
号
八
頁
、
最
三
判
昭
和
二
七
・
一
〇
・
二
一
民
集
六
巻
九
号
八
四
一
頁
。

　
（
3
）
　
東
京
高
判
昭
和
三
一
・
三
・
七
下
級
民
集
七
巻
三
号
五
四
六
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
三
二
・
四
・
三
〇
金
融
法
務
一
四
六
号
五
五
頁
、
広
島
高
判
昭
和
三
三
・
一
・
二
一
下
級
民

　
　
集
九
巻
一
号
六
〇
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
三
三
・
八
・
二
五
下
級
民
集
九
巻
八
号
一
六
七
九
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
三
四
・
三
・
一
〇
下
級
民
集
一
〇
巻
三
号
四
五
五
頁
、
東
京
高
判
昭

　
　
　
和
三
九
・
七
・
三
一
金
融
法
務
事
情
三
八
五
号
九
頁
、
最
判
昭
和
五
〇
・
七
・
一
四
週
刊
金
融
商
事
判
例
四
七
二
号
二
頁
。

　
　
（
4
）
　
小
橋
・
手
形
行
為
論
三
五
八
頁
、
同
「
手
形
署
名
の
代
行
と
偽
造
・
無
権
代
理
と
の
関
係
』
法
学
教
室
1
五
八
頁
、
田
中
誠
・
手
形
・
小
切
手
法
詳
論
上
一
九
四
頁
、
鈴
木
門
手

　
　
　
形
の
偽
造
・
変
造
」
判
例
手
形
法
小
切
手
法
（
伊
沢
還
暦
記
念
）
一
二
Q
頁
。

　
　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
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六
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三
）



　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
　
　
（
一
六
三
四
）

（
5
）
　
竹
田
・
手
形
法
小
切
手
法
二
五
頁
、
伊
沢
・
手
形
法
小
切
手
法
一
五
九
頁
、
石
井
・
手
形
法
小
切
手
法
上
一
〇
六
頁
、
加
藤
「
手
形
行
為
の
表
見
代
理
」
商
法
の
判
例
一
二
九

　
頁
。
こ
れ
ら
以
外
は
、
原
則
と
し
て
表
見
代
理
規
定
の
類
推
適
用
を
認
め
る
が
、
本
人
自
身
の
手
形
行
為
で
あ
る
旨
手
形
取
得
者
が
信
頼
し
た
場
合
を
除
外
す
る
も
の
も
あ
る
。
大

　
隅
H
河
本
・
手
形
法
小
切
手
法
八
六
頁
、
大
森
【
手
形
行
為
と
表
見
代
理
」
商
法
演
習
豆
二
一
二
頁
、
蓮
井
「
手
形
の
偽
造
」
手
形
法
・
小
切
手
法
講
座
－
二
四
二
頁
、
上
柳
「
手

　
形
偽
造
の
使
用
者
責
任
」
現
代
商
法
学
の
諸
問
題
（
田
中
誠
古
稀
記
念
）
三
一
頁
、
長
谷
川
「
手
形
偽
造
の
無
権
代
理
的
構
成
の
適
否
（
下
）
」
手
形
研
究
一
…
九
号
八
頁
。

（
6
）
　
表
見
代
理
の
規
定
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
判
例
は
直
接
の
相
手
方
に
限
り
、
学
説
は
拡
大
し
て
そ
の
後
の
取
得
者
も
保
護
対
象
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
．
後
次
の
第
三
取

　
得
者
が
救
済
さ
れ
る
こ
と
は
実
際
上
、
き
わ
め
て
少
な
い
と
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
蓮
井
・
前
掲
二
四
二
頁
、
松
岡
「
手
形
の
偽
造
に
関
す
る
表
見
責
任
と
使
用
者
責
任
』

　
商
事
法
の
諸
問
題
（
石
井
追
悼
記
念
）
五
一
二
頁
。

（
7
）
　
同
旨
、
長
谷
川
・
前
掲
七
頁
、
但
し
口
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
権
利
外
観
理
論
の
適
用
が
問
題
と
な
り
、
e
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
表
見
代
理
の
類
推
が
問
題
に
な
る

　
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。二

　
表
見
代
理
責
任
と
そ
の
検
討

　
0
の
場
合
す
な
わ
ち
、
手
形
取
得
者
が
偽
造
者
に
権
限
あ
り
と
信
じ
た
場
合
は
、
ま
さ
に
、
表
見
代
理
の
規
定
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
に
よ

つ
て
、
救
済
さ
れ
る
場
面
で
あ
ろ
う
。
手
形
の
文
言
性
、
書
面
性
に
忠
実
な
手
形
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
は
、
手
形
上
代
理
の
方
式
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
無
権
代
理
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
つ
て
表
見
代
理
の
規
定
の
直
接
適
用
に
は
反
対
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
但
し
、
取
得

者
側
か
ら
み
れ
ば
、
手
形
行
為
の
代
理
に
こ
そ
な
つ
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
記
名
捺
印
は
権
限
あ
る
も
の
に
よ
り
な
さ
れ
た
と
信
じ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
実
態
は
、
ま
さ
に
代
理
的
関
係
な
の
で
あ
る
か
ら
、
表
見
代
理
の
類
推
を
肯
認
し
え
る
。
そ
し
て
、
O
の
場
合
の
よ
う
な
こ
と
は
、
偽
造
者
か

ら
直
接
偽
造
手
形
を
取
得
し
た
も
の
と
の
間
で
は
お
こ
り
え
て
も
、
そ
れ
以
後
の
手
形
取
得
者
に
つ
い
て
は
」
ほ
と
ん
ど
お
こ
り
え
な
い
。
し
た

が
つ
て
、
こ
の
場
合
に
表
見
代
理
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
も
、
判
例
・
学
説
と
も
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
第
三
者
」
の
範
囲
の
問
題

は
、
生
じ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　
ω
の
場
合
す
な
わ
ち
偽
造
手
形
を
真
正
な
手
形
と
信
じ
た
場
合
に
つ
い
て
、
手
形
取
得
者
の
主
観
的
態
様
か
ら
み
る
と
、
最
も
多
く
発
生
す
る

事
例
は
、
偽
造
の
記
名
捺
印
を
本
人
の
真
正
な
手
形
行
為
で
あ
る
と
誤
信
し
て
取
得
し
た
場
合
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
こ
の
よ
う



な
事
例
に
対
し
、
表
見
代
理
の
規
定
の
類
推
適
用
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
き
、
判
例
・
学
説
は
一
致
し
て
い
な
い
。

　
会
社
出
張
所
の
担
当
者
が
自
ら
注
文
し
作
成
さ
せ
た
社
長
印
、
代
表
者
記
名
印
、
社
印
を
用
い
て
会
社
代
表
者
の
署
名
を
代
理
す
る
方
法
に
ょ

り
手
形
を
振
出
し
た
事
案
に
対
し
、
「
代
理
人
が
そ
の
権
限
を
喩
越
し
て
署
名
代
理
の
方
法
で
本
人
名
義
の
手
形
を
振
り
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、

相
手
方
が
、
本
人
が
真
正
に
こ
れ
を
振
り
出
し
た
も
の
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
事
由
が
あ
る
と
ぎ
は
民
法
二
〇
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

人
が
そ
の
責
に
任
ず
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
の
最
高
裁
の
判
例
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
判
例
が
類
推
適
用
可
能
ど
す
る
態
度

　
　
　
　
（
4
）

を
採
つ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
担
保
差
入
の
代
理
権
根
の
み
を
附
与
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
権
限
を
瞼
越
し
て
手
形
を
振
出
し
た
が
、
手
形
の
取
得
者
は
、
越
権
代

理
人
が
代
理
人
と
し
て
振
出
し
た
も
の
と
は
考
え
な
か
つ
た
事
案
に
つ
き
、
「
民
法
第
百
十
条
ノ
規
定
二
代
理
人
力
其
ノ
有
ス
ル
権
限
ヲ
超
越
シ

テ
代
理
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
前
提
ト
シ
テ
適
用
セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
代
理
行
為
ノ
当
時
二
於
テ
其
ノ
相
手
方
力
代
理
人
ノ
行
為
ナ

ル
コ
ト
ヲ
認
識
シ
且
其
ノ
代
理
人
力
当
該
行
為
二
付
正
当
二
権
限
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
信
シ
タ
ル
場
合
二
非
サ
レ
ハ
適
用
ノ
余
地
ナ
キ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ノ
ト
ス
」
と
い
う
大
審
院
判
例
と
少
数
の
下
級
審
判
例
が
類
推
適
用
否
定
説
を
採
り
、
対
立
し
て
い
る
。

　
学
説
は
判
例
と
正
反
対
で
、
類
推
適
用
賛
成
説
は
少
数
説
で
、
類
推
適
用
否
定
説
が
通
説
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、

少
数
説
は
、
第
三
者
が
本
人
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
信
じ
た
と
き
も
、
第
三
者
が
か
く
信
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
正
当
事
由
を
有
し
、
本
人
に

そ
れ
に
つ
い
て
帰
責
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
表
見
代
理
制
度
の
趣
旨
か
ら
民
法
一
一
〇
条
を
類
推
し
て
表
見
代
理
の
成
立
を
認
め
て
よ
い
と
論

　
　
（
7
）

じ
て
い
る
以
外
に
、
手
形
債
務
は
、
手
形
の
交
付
に
よ
つ
て
効
力
を
生
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
表
見
代
理
が
成
立
す
る
が
ど
う
か
は
、
手
形
交
付

の
段
階
に
重
点
を
お
い
て
考
え
れ
ぽ
よ
い
。
故
に
、
手
形
取
得
者
が
代
理
（
代
行
）
権
限
を
信
じ
た
か
、
署
名
の
真
正
を
信
頼
し
た
か
は
重
要
で

（
8
）
な
い
。
或
い
は
こ
の
問
題
の
解
決
に
つ
き
、
理
論
上
は
権
利
外
観
理
論
な
い
し
表
見
理
論
を
援
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
外
観
理
論
の
内
容
で
あ
る

「
外
観
惹
起
行
為
」
な
い
し
「
客
観
的
帰
責
性
」
に
な
お
多
分
に
明
確
さ
を
欠
く
権
利
外
観
説
の
内
容
確
定
作
業
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
は
、
そ

　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
　
　
（
ニ
ハ
三
五
）



　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
　
　
（
ニ
ハ
三
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
過
渡
的
段
階
と
し
て
表
見
代
理
規
定
の
類
推
に
よ
つ
て
事
案
を
処
理
し
て
い
く
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
つ
た
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
通
説
の
理
由
は
、
ω
偽
造
の
場
合
は
、
偽
造
者
の
行
為
は
、
手
形
上
に
表
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
代
理
人
の
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

と
権
限
を
前
提
と
し
て
い
る
表
見
代
理
の
法
理
に
は
直
接
依
拠
で
き
な
い
。
㈲
手
形
授
受
者
の
間
で
は
手
形
行
為
の
代
理
的
関
係
は
お
よ
そ
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ら
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
つ
き
表
見
代
理
規
定
を
類
推
す
る
実
質
的
基
盤
は
存
し
な
い
。
㈹
こ
の
よ
う
な
事
例
に
表
見
代
理

規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
と
、
表
見
代
理
規
定
の
射
程
範
囲
を
超
え
、
限
界
を
超
え
て
る
こ
と
に
な
り
あ
る
い
は
、
論
理
の
飛
躍
を
認
め
ざ
る
を

（
1
2
）

え
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
正
当
な
理
由
づ
け
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
消
極
説
の
多
数
が
、
表
見
代
理

の
類
推
適
用
を
論
難
す
る
の
は
、
被
偽
造
者
の
無
責
任
と
結
び
つ
く
の
で
は
な
く
、
表
見
法
理
の
適
用
へ
の
前
提
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
更
に
、
考
え
る
な
ら
ば
取
得
者
は
代
行
権
限
を
信
じ
て
手
形
を
取
得
し
た
場
合
な
ら
格
別
、
偽
造
手
形
を
真
正
な
手
形
を
信
じ
て
取

得
し
た
場
合
は
、
手
形
取
得
者
は
全
然
代
理
代
行
権
の
存
否
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
手
形
取
得
者
は
当
事
者
間
に
代
理
代
行

関
係
の
法
的
効
果
の
成
立
を
意
欲
し
て
い
る
わ
け
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
代
理
代
行
の
法
的
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
は
、
一
種
の
法
的
効
果

の
擬
制
に
な
る
と
解
さ
れ
、
私
的
の
自
治
の
見
地
か
ら
許
し
難
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
適
用
賛
成
の
少
数
説
の
中
で
、
交
付
行
為
に
重
点
を
お
い
て
表
見
代
理
を
把
握
す
る
説
に
対
し
、
「
も
と
も
と
偽
造
手
形
の
直
接
の
取
得

者
は
判
例
の
事
例
で
み
る
限
り
偽
造
依
頼
者
等
が
多
い
う
え
、
手
形
交
付
者
を
取
得
者
側
で
本
人
と
信
頼
す
る
場
合
も
少
く
癒
い
か
ら
、
交
付
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

為
の
み
を
取
り
出
す
実
益
に
乏
し
い
し
、
ま
た
交
付
行
為
の
み
を
手
形
行
為
と
分
離
し
て
考
察
す
る
こ
と
自
体
に
も
理
論
上
疑
問
が
挾
ま
れ
る
」

と
の
反
論
も
正
当
で
あ
る
。
な
お
、
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
手
形
交
付
者
に
交
付
す
る
権
限
が
あ
る
と
の
取
得
者
の
信
頼
に
は
、
当
然
真
正
な
手

形
で
あ
る
こ
と
の
信
頼
も
含
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
る
。
真
正
な
手
形
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
交
付
す
る
権
限
あ
り
と
の
信
頼

は
無
意
味
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
交
付
行
為
の
み
を
議
論
し
て
も
、
結
局
元
に
戻
り
、
手
形
の
真
正
に
対
す
る
信
頼
が
中
心
に
な
る
の
で
あ

る
。



　
こ
の
よ
う
に
、
偽
造
手
形
を
本
人
の
真
正
な
手
形
と
誤
信
し
て
取
得
し
た
場
合
に
は
、
表
見
代
理
規
定
の
類
推
適
用
に
よ
つ
て
、
被
偽
造
者
の

責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
手
形
の
善
意
取
得
者
を
救
済
す
る
本
筋

は
表
見
法
理
に
あ
る
か
、
使
用
者
責
任
に
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
が
こ
れ
を
次
に
検
討
す
る
。

　
（
1
）
　
前
節
注
（
4
）
参
照
。

　
（
2
）
　
同
旨
、
適
用
な
い
し
類
推
適
用
は
現
在
の
多
数
説
で
あ
る
。
前
節
注
（
5
）
参
照
。

　
（
3
）
　
最
判
昭
和
三
九
・
九
二
五
民
集
一
八
巻
七
号
一
四
三
五
頁
。

　
（
4
）
　
東
京
地
判
昭
和
二
八
・
一
一
・
二
八
判
例
タ
イ
ム
ス
三
九
号
七
〇
頁
、
東
京
高
判
昭
和
一
三
・
三
・
七
下
級
民
集
七
巻
三
号
五
四
二
頁
、
東
京
地
判
昭
和
三
二
・
九
・
一
四
判

　
　
例
時
報
二
三
号
一
九
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
三
三
・
八
・
二
五
下
級
民
集
九
巻
八
号
一
六
七
九
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
三
四
・
三
・
一
〇
下
級
民
集
一
〇
巻
三
号
四
五
五
頁
、
大
阪
地

　
　
判
昭
和
三
四
・
一
〇
・
三
〇
下
級
民
集
一
〇
巻
一
〇
号
三
二
五
三
頁
な
ど
。

　
（
5
）
　
大
判
昭
和
一
二
・
三
・
一
八
新
聞
四
一
一
八
号
一
、
二
頁
。

　
（
6
）
　
東
京
地
判
大
正
一
三
・
四
・
五
新
聞
二
三
二
八
号
一
五
頁
、
神
戸
地
洲
本
支
判
昭
和
二
九
・
一
一
・
八
判
例
時
報
四
〇
号
二
一
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
三
五
・
八
二
三
判
例
時

　
　
報
二
三
八
号
二
八
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
三
七
・
一
・
三
一
判
例
時
報
二
九
四
号
五
二
頁
な
ど
。

　
（
7
）
　
平
出
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
六
二
号
一
〇
七
頁
。

　
（
8
）
　
河
本
・
約
束
手
形
法
入
門
九
一
頁
、
同
・
民
商
法
雑
誌
六
一
巻
四
号
一
五
一
頁
。

　
（
9
）
　
吉
川
「
手
形
偽
造
の
表
見
代
理
と
使
用
者
責
任
（
一
）
」
民
商
法
雑
誌
六
五
巻
一
号
八
五
頁
。

　
（
1
0
）
　
田
中
誠
・
手
形
・
小
切
手
法
詳
論
上
一
九
四
頁
、
小
橋
・
手
形
行
為
三
五
八
頁
、
松
岡
「
手
形
の
偽
造
に
関
す
る
表
見
責
任
と
使
用
者
責
任
」
商
事
法
の
諸
問
題
（
石
井
追
悼

　
　
記
念
）
五
一
七
頁
。

　
（
1
1
）
　
鈴
木
「
手
形
の
偽
造
・
変
造
」
判
例
手
形
法
小
切
手
法
（
伊
沢
還
暦
記
念
）
一
二
〇
頁
。

　
（
1
2
）
　
大
隅
「
手
形
行
為
と
表
見
代
理
に
お
け
る
第
三
者
」
法
律
時
報
三
四
巻
六
号
七
五
頁
、
蓮
井
「
手
形
の
偽
造
」
手
形
法
・
小
切
手
法
講
座
－
二
四
四
頁
、
上
柳
「
手
形
偽
造
の

　
　
使
用
者
責
任
」
現
代
商
法
学
の
諸
問
題
（
田
中
誠
古
稀
記
念
）
三
一
頁
。

　
（
13
）
　
小
橋
・
民
商
法
雑
誌
五
二
巻
四
号
六
一
四
頁
、
吉
川
・
前
掲
八
五
頁
参
照
。

三
　
表
見
法
理
責
任
と
そ
の
検
討

表
見
法
理
は
真
実
に
反
す
る
外
観
を
問
題
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
、

　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任

偽
造
手
形
の
場
面
に
こ
れ
を
あ
て
は
め
る
と
、
真
正
な
手
形
で
あ
る
と
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
　
　
（
一
六
三
七
）
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九
〇
　
　
（
一
六
三
八
）

じ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
⇔
の
場
合
に
限
定
し
論
処
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
権
限
あ
り
」
と
信
じ
た
場
合
、
す
な
わ

ち
O
の
場
合
に
つ
い
て
、
外
観
は
存
し
な
か
ら
、
表
見
法
理
の
構
成
は
な
し
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
上
述
の
通
り
、
表
見
代
理
規
定
の
適
用
で
支

障
な
く
問
題
の
解
決
は
で
き
る
し
、
そ
の
効
果
も
手
形
権
利
の
肯
定
と
な
る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
非
難
が
多
い
表
見
法
理
を
も
つ
て
対
処
す
る
必
要

は
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
従
来
の
議
論
も
、
表
見
代
理
の
諸
規
定
に
依
拠
し
て
、
被
偽
造
者
の
責
任
を
認
め
る
の
に
、
要
件
上
の
制
約
の
関
係
で
、
善
意
手
形

取
得
者
の
保
護
に
は
障
碍
が
多
い
と
論
じ
ら
れ
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
学
説
の
大
勢
は
、
表
見
代
理
の
規
定
の
基
礎
に
あ
る
表
見
法
理

の
現
実
の
適
用
を
承
認
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
も
専
ら
⇔
の
場
合
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
も
⇔
の
場
合
の

み
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
見
法
理
は
、
真
実
に
反
す
る
外
観
を
第
三
者
が
真
実
と
信
頼
す
る
こ
と
が
も
つ
と
も
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
外
観
を
作
り
出
し
た
こ

と
に
責
任
が
あ
る
者
は
責
に
任
ず
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
表
見
法
理
責
任
の
成
立
に
は
、
法
的
信
愚
性
あ
る
外
観
・
第
三
者
の
信

頼
・
外
観
に
つ
い
て
の
与
因
、
の
三
要
件
が
必
要
で
あ
る
。
手
形
偽
造
の
場
合
に
あ
て
は
め
る
と
、
手
形
取
得
者
が
手
形
上
に
な
さ
れ
て
い
る
振

出
署
名
を
調
査
し
て
そ
の
真
正
な
こ
と
を
信
じ
、
か
つ
被
偽
造
者
に
帰
責
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
理
論
を
適
用
し
て
、
被
偽
造
者
の
表
見
責

任
を
肯
定
し
う
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
効
果
も
被
偽
造
者
に
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
さ
せ
る
で
は
な
く
、
法
律
行
為
上
の
手
形
責
任
を
認
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
近
時
、
こ
れ
を

　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

主
張
す
る
学
説
が
有
力
に
な
り
つ
っ
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
に
追
随
す
る
判
例
も
少
数
な
が
ら
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
表
見
法
理
適
用
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

要
件
の
明
確
性
を
欠
く
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
筆
者
は
む
し
ろ
、
表
見
法
理
を
手
形
偽
造
に
適
用
す
る
根
拠
に
つ
き
帰
責
事
由
に
対
し
疑
間
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
従
来
、
表
見
法
理
の
適
用
に
適
す
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
例
の
一
、
二
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
た
と
え
ぽ
、
手
形
に
押
捺
さ
れ
た
印



鑑
が
い
わ
ゆ
る
実
印
で
あ
る
か
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め
届
け
ら
れ
た
印
鑑
と
同
じ
も
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
権
限
の
な
い
者
に
よ
つ
て
押
捺

さ
れ
た
場
合
で
も
、
本
人
の
側
に
お
い
て
、
そ
の
印
章
の
保
管
に
何
ら
か
注
意
を
欠
い
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
結
果
を
ま
ね
い
た
老
す
れ
ば
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
に
本
人
の
帰
責
事
由
が
み
と
め
ら
れ
る
。
偽
造
者
の
職
務
と
の
関
係
上
そ
の
偽
造
行
為
に
つ
い
て
被
偽
造
者
に
監
督
責
任
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
場
合
に
、
振
出
人
と
さ
れ
る
者
に
選
任
監
督
上
の
注
意
義
務
解
怠
と
い
う
帰
責
事
由
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
七
、
偽
造
の
場
合
、
署
名
、
記

名
捺
印
そ
の
も
の
が
真
正
で
な
い
の
だ
か
ら
、
署
名
な
き
所
に
責
任
な
し
と
い
う
手
形
法
上
の
原
則
に
反
し
、
被
偽
造
者
の
手
形
上
の
責
任
を
全

面
的
に
肯
認
す
る
の
に
は
以
上
の
帰
責
事
由
を
認
め
る
の
み
で
、
相
当
と
い
え
る
か
、
疑
問
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
次
の
よ
う
な
論
法
を
も
つ
て
、

偽
造
手
形
の
表
見
法
理
責
任
を
肯
定
す
る
論
者
も
い
る
。
す
な
わ
ち
「
手
形
法
は
、
手
形
の
善
意
取
得
の
制
度
を
認
め
（
手
一
六
条
二
項
、
小
二
一

条
）
過
失
の
な
い
手
形
権
利
者
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
、
善
意
無
重
過
失
の
手
形
取
得
者
を
保
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
趣
旨
を
偽
造

の
場
合
に
も
推
及
し
て
、
一
方
、
被
偽
造
者
に
偽
造
に
つ
い
て
の
帰
責
原
因
が
あ
り
、
他
方
、
手
形
所
持
人
に
お
い
て
善
意
無
重
大
過
失
の
手
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

取
得
た
る
こ
と
を
証
明
し
う
る
な
ら
ば
、
被
偽
造
者
に
も
手
形
上
の
責
任
を
認
む
べ
ぎ
で
あ
る
」
。
外
観
作
出
に
全
然
原
因
を
帰
せ
し
め
え
な
く

と
も
不
利
益
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
と
の
論
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
く
帰
責
性
は
要
求
せ
ず
、
外
観
へ
の
善
意
の
信
頼
だ
け
を
保
護

の
根
拠
と
す
る
。
こ
れ
は
手
形
法
一
六
条
二
項
の
ほ
か
、
四
〇
条
三
項
、
小
切
手
法
二
一
条
、
商
法
二
二
九
条
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

そ
れ
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
法
政
策
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
説
明
す
る
し
か
な
い
。
善
意
取
得
者
に
完
全
な
権
利
を
与
え
る
の
は
、
喪
失

者
の
帰
責
事
由
が
あ
る
か
ら
不
利
を
蒙
る
と
い
う
の
で
も
、
ま
た
個
人
と
し
て
の
善
意
取
得
者
を
保
護
す
る
た
め
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
喪

失
者
の
返
還
請
求
権
を
切
断
す
る
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
が
、
右
価
証
券
、
流
通
証
券
の
利
用
を
促
進
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
の
理
由
に
基
づ
い

て
い
る
。
も
つ
と
も
、
手
形
の
善
意
取
得
制
度
の
場
合
は
、
手
形
の
権
利
が
存
在
す
る
が
、
し
か
し
、
誰
に
そ
の
権
利
が
帰
属
す
べ
ぎ
か
を
規
定

す
る
問
題
で
あ
る
が
、
被
偽
造
者
の
責
任
の
問
題
は
手
形
上
の
権
利
が
成
立
す
る
か
、
ど
の
範
囲
で
成
立
す
る
か
の
問
題
と
は
異
質
で
あ
り
、
一

六
条
の
規
定
と
パ
ラ
レ
ル
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
手
形
交
付
欠
飲
の
問
題
が
も
つ
と
も
こ
れ
に
近
似
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
両

　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
　
　
（
一
六
三
九
）



　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
　
　
（
一
六
四
〇
）

者
と
も
手
形
債
務
の
発
生
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
手
形
法
に
お
け
る
表
見
法
理
の
最
も
重
要
な
適
用
事
例
は
、
交
付
欠
訣
の
場
合
で
あ
る
。
そ
の
帰
責
事
由
は
次
の
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

多
数
説
は
、
本
人
に
外
観
作
出
に
つ
き
、
帰
責
原
因
と
し
て
、
本
人
の
意
思
　
　
い
わ
ゆ
る
手
形
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
た
は
知
る
べ
が
り
し
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
（
9
）

形
に
署
名
し
た
こ
と
ー
に
よ
つ
て
手
形
が
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
求
め
る
。
更
に
、
署
名
、
作
成
の
意
思
を
本
人
の
帰
責
事
由
と
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
上
、
占
有
離
脱
に
つ
い
て
本
人
側
に
過
失
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
も
条
件
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
強
く
主
張

　
　
　
（
1
0
）

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
手
形
偽
造
の
場
合
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
大
抵
、
名
義
者
の
印
鑑
、
手
形
用
紙
の
保
管
責
任
、
あ
る
い
は
使
用
者
の

選
任
監
督
責
任
の
解
怠
に
よ
る
被
偽
造
者
側
の
帰
責
事
由
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
全
く
「
作
成
意
思
」
を
間
題
に
し
て
い
な
い
か

ら
、
交
付
欠
訣
の
場
合
の
ど
ち
ら
の
説
と
対
比
し
て
も
、
手
形
偽
造
の
場
合
の
帰
責
原
因
が
欠
け
て
る
。
い
か
に
、
印
鑑
の
保
管
、
使
用
者
の
選

任
監
督
に
過
失
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
も
、
表
見
法
理
の
成
立
に
つ
い
て
の
帰
責
事
由
に
は
近
づ
か
な
い
、
こ
れ
ら
の
過
失
事
由
は
単
な
る
不

法
行
為
の
責
任
原
因
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
被
偽
造
者
の
手
形
上
の
責
任
を
肯
定
す
る
な
ら
ぽ
、
明
ら
か
に
、
交
付
欠
歓
の
場
合
に
よ
り

も
大
幅
に
要
件
緩
和
を
し
た
こ
と
に
な
り
、
許
容
で
ぎ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
表
見
法
理
の
帰
責
性
の
中
核
は
、
作
成
者
の
意
思
に
基
づ
く
署

名
・
作
成
行
為
に
対
す
る
責
任
で
あ
る
。
手
形
偽
造
の
場
合
に
は
、
偽
造
手
形
の
作
成
に
対
し
被
偽
造
者
の
意
思
の
不
存
在
及
び
意
識
の
欠
敏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

確
定
的
で
あ
り
、
帰
責
可
能
性
は
不
存
在
な
の
で
な
る
か
ら
、
責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
手
形
偽
造
に
ら
き
被
偽
造
者
の
表
見
法

理
を
構
成
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
に
お
い
て
、
偽
造
手
形
の
被
偽
造
者
の
表
見
法
理
責
任
を
提
唱
す
る
も
の
に
は
、
手
形
行
為
論
に
つ
い
て
創
造
説
を
採
る
立
場
の
論
者
が

多
い
が
、
こ
の
現
象
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
、
手
形
行
為
論
に
お
い
て
契
約
説
ま
た
は
発
行
説
に
権
利
外
観
理
論
が
結
び
つ

い
て
、
手
形
理
論
を
完
成
さ
せ
る
構
成
を
と
つ
て
い
る
が
、
創
造
説
を
と
る
以
上
、
更
に
権
利
外
観
理
論
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
論
の
連
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
す
る
か
、
疑
問
で
あ
る
。
従
来
理
解
さ
れ
て
い
る
の
は
創
造
説
と
権
利
外
観
理
論
の
間
で
は
対
立
す
る
手
形
理
論
で
あ
る
。



創
造
説
は
手
形
行
為
に
つ
い
て
は
、
作
成
署
名
の
意
思
を
核
心
と
し
て
構
成
し
て
い
る
が
、
創
造
説
プ
ラ
ス
権
利
外
観
理
論
を
認
め
る
な
ら
ば
、

あ
る
い
は
権
利
外
観
理
論
は
こ
の
署
名
意
思
に
対
し
作
用
す
る
。
し
た
が
つ
て
そ
の
結
果
、
偽
造
手
形
に
つ
い
て
、
被
偽
造
者
の
帰
責
事
由
に
、

署
名
意
思
を
間
題
と
し
な
い
で
よ
い
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
も
し
こ
の
推
論
が
成
立
す
る
と
、
従
来
の
権
利
外
観
理
論
と
異
質
な
も
の
に
な

り
、
私
法
制
度
上
に
こ
の
よ
う
な
理
論
は
容
認
で
ぎ
る
か
否
か
疑
間
が
あ
る
。

　
（
1
）
　
中
馬
「
手
形
の
偽
造
と
一
般
的
外
観
理
論
」
法
原
に
関
す
る
諸
問
題
上
（
永
田
祝
賀
記
念
）
二
〇
五
頁
、
鈴
木
「
手
形
の
偽
造
・
変
造
」
判
例
手
形
法
小
切
手
法
（
伊
沢
還
暦

　
　
記
念
）
＝
一
〇
頁
、
加
藤
「
手
形
行
為
の
表
見
代
理
」
判
例
手
形
法
小
切
手
法
（
伊
沢
還
暦
記
念
）
八
五
頁
、
服
部
「
手
形
行
為
に
お
け
る
表
見
代
理
」
法
学
教
室
七
号
七
五
頁
、

　
　
松
岡
「
手
形
の
偽
造
に
関
す
る
表
見
代
理
と
使
用
者
責
任
」
商
事
法
の
諸
問
題
（
石
井
追
悼
記
念
）
五
一
九
頁
、
長
谷
川
「
手
形
偽
造
の
無
権
代
理
的
構
成
の
適
否
（
下
）
」
手
形

　
　
研
究
二
三
九
号
七
頁
。

　
（
2
）
　
た
と
え
ぽ
、
松
山
地
裁
西
条
支
部
昭
和
四
九
・
二
・
二
八
判
例
時
報
七
七
二
号
九
二
頁
。

　
（
3
）
　
表
見
法
理
適
用
説
に
対
し
て
は
、
そ
の
利
益
較
量
の
困
難
性
と
そ
の
適
用
限
界
に
明
確
性
を
欠
き
や
す
い
点
が
存
在
す
る
か
ら
、
直
ち
に
こ
の
理
論
の
適
用
に
躊
躇
を
感
ぜ
ざ

　
　
る
を
え
な
い
と
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
る
、
蓮
井
・
前
掲
二
四
五
頁
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

　
一
七
頁
、

（
9
）

　
る
。

　
迫
の
状
況
下
に
手
形
に
署
名
し
た
場
合
は
、

（
10
）

　
印
し
た
者
の
責
任
、

　
雑
誌
六
七
巻
二
号
二
〇
七
頁
。

（
n
）
　
帰
責
性
は
、
帰
責
可
能
性
を
前
提
と
す
る
の
で
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
絶
対
的
強
制
、
署
名
の
偽
造
、
行
為
能
力
の
欠
歓
の
場
合
に
は
、
帰
責
性
は
認
め
ら
れ

　
な
い
こ
と
に
な
る
。
川
村
「
手
形
法
に
お
け
る
レ
ヒ
ッ
シ
ャ
イ
ン
法
理
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
一
橋
論
叢
七
一
巻
六
号
六
九
一
頁
、
喜
多
「
カ
ナ
リ
ス
の
表
見
責
任
論
に
つ
い
≦

　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
老
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
　
　
（
一
六
四
一
）

鈴
木
・
前
掲
一
二
〇
頁
以
下
。

松
岡
・
前
掲
五
一
八
頁
。

伊
沢
「
被
偽
造
者
の
責
任
」
手
形
小
切
手
判
例
百
選
（
新
版
）
六
三
頁
。

田
辺
・
手
形
流
通
の
法
解
釈
三
四
頁
。

竹
田
「
手
形
裏
書
と
其
の
流
通
」
民
商
法
雑
誌
三
巻
六
号
一
九
二
頁
、
田
中
誠
・
前
掲
上
巻
四
二
八
頁
、
今
井
「
手
形
行
為
と
手
形
の
交
付
」
手
形
法
・
小
切
手
法
講
座
－
一

　
　
吉
川
『
交
付
欠
訣
の
抗
弁
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
九
九
号
二
頁
な
ど
。

こ
こ
で
い
う
作
成
に
関
す
る
意
思
は
、
法
律
行
為
的
意
思
で
は
な
く
、
作
成
行
為
は
民
法
上
の
意
思
表
示
で
は
な
い
。
こ
こ
で
い
う
意
思
は
手
形
作
成
に
対
す
る
意
識
で
あ

し
た
が
つ
て
、
催
眠
術
に
か
か
つ
て
、
手
形
に
署
名
し
た
場
合
に
は
、
勿
論
手
形
の
認
識
は
な
い
か
ら
、
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
ピ
ス
ト
ル
を
突
き
付
け
ら
れ
て
、
絶
対
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
形
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
、
自
由
意
思
の
状
態
下
で
署
名
し
た
も
の
で
は
な
い
、
本
人
の
署
名
意
思
は
な
い
の
で
あ
る
。

高
鳥
「
盗
取
さ
れ
た
約
束
手
形
に
振
出
人
と
し
て
署
名
し
た
者
の
手
形
上
の
責
任
』
判
例
評
論
一
六
〇
号
三
五
頁
、
戸
塚
「
盗
取
さ
れ
た
約
束
手
形
に
振
出
人
と
し
て
記
名
押

　
　
　
　
　
　
盗
難
手
形
を
取
得
し
た
第
三
者
に
重
過
失
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
」
判
例
評
論
一
五
七
号
二
五
頁
、
田
辺
「
手
形
債
務
の
存
在
に
対
す
る
人
的
抗
弁
」
民
商
法



　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任

　
企
業
と
法
（
西
原
追
悼
記
念
）
上
九
頁
な
ど
参
照
。

（
12
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
創
造
説
の
立
場
か
ら
反
省
を
促
す
も
の
も
見
ら
れ
る
。
前
田

一
九
四
　
　
（
一
六
四
二
）

「
手
形
行
為
と
表
見
代
理
」
商
事
法
の
諸
問
題
（
石
井
追
悼
記
念
）
四
九
二
頁
。

四
　
使
用
者
責
任
と
そ
の
検
討

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
手
形
偽
造
に
つ
き
、
表
見
代
理
の
規
定
の
適
用
に
お
い
て
は
、
相
手
方
の
信
頼
は
偽
造
者
の
手
形
行
為
の
権
限
に
対

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
O
の
場
合
に
は
妥
当
す
る
が
、
⇔
の
場
合
は
適
用
で
き
な
い
。
そ
し
て
表
見
法
理
の
適
用
に
つ
い

て
、
O
の
場
合
に
つ
い
て
は
本
質
上
不
適
で
あ
り
、
⇔
の
場
合
ば
要
件
不
足
で
両
者
と
も
表
見
法
理
責
任
の
構
成
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
ら
ば
、

使
用
者
責
任
の
適
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
に
つ
き
次
に
検
討
す
る
。

　
本
人
の
手
形
作
成
な
ど
の
手
形
業
務
に
平
素
た
ず
さ
わ
つ
て
い
る
被
用
者
が
、
職
務
上
の
地
位
を
濫
用
し
て
会
社
名
義
の
手
形
を
偽
造
し
た
場

合
に
は
、
本
人
に
使
用
者
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
手
形
偽
造
に
つ
い
て
被
偽
造
者
の
使
用
責
任
を
認
め
た
判
例
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

最
高
裁
だ
け
で
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
す
で
に
確
立
し
た
判
例
法
と
い
つ
て
よ
い
。
こ
こ
で
も
O
の
場
合
、
⇔
の
場
合
に
分
け
て
、
そ
の
適

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
O
の
場
合
す
な
わ
ち
、
偽
造
者
の
手
形
行
為
の
権
限
に
対
す
る
信
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
。
先
ず
民
法
七
一
五
条
は
そ
の
重
要
な
要
件
の

一
つ
と
し
て
「
事
業
ノ
執
行
二
付
キ
」
そ
の
加
害
行
為
が
な
さ
れ
た
ご
と
を
明
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
言
自
体
に
従
う
と
、
被
用
者
に
何
ら
か

の
職
務
権
限
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
、
そ
し
て
そ
の
職
務
権
限
内
で
加
害
行
為
が
な
さ
れ
た
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
事
業
ノ
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

行
」
範
囲
は
そ
の
よ
う
に
狭
く
考
え
る
と
、
保
護
さ
れ
る
被
害
者
は
少
い
。
そ
こ
で
判
例
は
、
大
正
一
五
年
の
大
審
院
の
連
合
部
判
決
が
株
券
の

偽
造
に
対
し
判
示
す
る
に
つ
き
ヤ

「
事
業
ノ
執
行
」
の
判
定
基
準
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
外
形
理
論
を
採
用
し
て
以
来
、
手
形
偽
造
の
判
例
に
つ
い
て

も
、
ほ
と
ん
ど
同
様
な
態
度
を
と
つ
て
い
る
。
外
形
理
論
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
本
来
の
職
務
の
範
囲
内
で
な
く
て
も
、
そ
の
行
為
の
外
形
か
ら
み



て
、
あ
た
か
も
被
用
者
の
職
務
の
範
囲
内
の
行
為
に
属
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
職
務
の
範
囲
に
包
含
さ
れ
る
。
当
然
、
そ
こ
に
は
、
被
用
者
の
基
礎

権
限
が
必
要
で
あ
る
。
全
然
手
形
偽
造
と
無
縁
な
職
務
に
従
事
す
る
被
用
者
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
基
礎
権
限
を
欠
く
も
の
と
し
て
、
使
用

者
責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
偽
造
行
為
と
被
用
者
の
基
礎
権
限
と
の
関
連
性
の
程
度
は
、
い
か
ほ
と
で
よ
い
か
に
つ
ぎ
、
判
例
は
前
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

連
合
部
判
決
を
は
じ
め
と
し
て
、
従
来
か
ら
「
密
接
な
関
連
性
」
が
あ
る
も
の
に
限
る
と
論
じ
て
き
た
が
、
爾
来
緩
か
に
解
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
相
当
の
関
連
性
」
か
、
「
無
縁
で
は
な
い
」
で
足
る
と
の
判
例
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
、
学
説
も
判
例
と
大
体
一
致
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
次
に
、
近
時
、
最
高
裁
は
使
用
者
責
任
規
定
の
適
用
上
、
手
形
取
得
者
の
主
観
的
容
態
に
対
す
る
、
悪
意
、
重
過
失
除
外
の
理
論
を
導
入
し
て

い
る
。
伝
統
的
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
使
用
者
責
任
は
、
不
法
行
為
責
任
に
属
し
、
損
害
公
李
負
担
を
基
調
と
し
て
い
る
か
ら
、
取
得
者
側
の
主
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

的
事
情
は
使
用
者
責
任
の
成
否
自
体
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
、
過
失
相
殺
の
問
題
と
し
て
斜
酌
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
最
高
裁
の
こ

の
新
し
い
態
度
の
当
否
に
つ
い
て
、
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
も
と
も
と
、
使
用
者
責
任
の
不
法
行
為
的
法
領
域
に
、
取
引
の
安
全
保
護
の
外
形
理
論
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
引
き
起
し
た
適
用

上
の
抵
触
を
ど
う
や
つ
て
調
整
す
る
か
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
な
お
偽
造
手
形
へ
の
外
形
理
論
の
導
入
に
つ
い
て
、
導
入
の
可
否
の
前
提
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

つ
い
て
も
詳
細
の
検
討
を
要
す
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
余
裕
が
な
く
、
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
偽
造
手
形
に
つ
い
て
の
外
形

理
論
の
援
用
は
、
使
用
者
責
任
を
肯
定
す
る
方
法
上
の
借
用
だ
け
で
あ
つ
て
、
外
形
理
論
に
よ
つ
て
成
立
し
た
の
は
や
は
り
、
不
法
行
為
責
任
で

あ
つ
て
、
け
つ
し
て
、
法
律
行
為
責
任
す
な
わ
ち
手
形
上
の
権
利
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
つ
て
法
領
域
に
お
け
る
法
的
効
果
の
衝
突
は
な
い
し
、

被
害
者
保
護
が
拡
大
で
き
る
な
ら
ば
、
導
入
を
支
持
し
た
い
と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
責
任
の
発
生
要
件
に
つ
い
て
の
外
形
理
論
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
の
把
握
が
肝
要
で
あ
る
。
「
民
法
七
一
五
条
に
所
謂
「
事
業
ノ
執
行
二
付
キ
」
と
は
、
被
用
者
の
職
務
の
執
行
行
為
其
の
も

の
に
は
属
し
な
い
が
、
そ
の
行
為
の
外
形
か
ら
観
察
し
て
、
恰
も
被
用
者
の
職
務
の
範
囲
内
の
行
為
に
属
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
場
合
を
も
包
含

　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
　
　
（
ニ
ハ
四
三
）



　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
　
　
（
一
六
四
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
最
高
裁
が
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
の
外
形
の
存
立
を
客
観
的
に
判
断
し
、
決
し
て
、
被
害
者
側
の
主

観
的
信
頼
に
よ
つ
て
形
成
す
る
の
で
は
な
い
。
事
業
の
外
形
を
立
証
す
れ
ば
、
信
頼
は
推
定
さ
れ
る
。
但
し
、
被
害
者
に
悪
意
・
重
過
失
あ
る
場

合
、
す
な
わ
ち
、
被
害
者
が
記
名
捺
印
等
の
担
当
者
を
知
つ
て
、
そ
れ
が
権
限
外
の
手
形
偽
造
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
（
悪
意
）
又
は

重
過
失
に
よ
り
知
ら
な
か
つ
た
と
き
は
、
信
頼
は
な
く
、
当
然
信
頼
保
護
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
外
形
理
論
の
採
用
の
主
旨
も
相
手
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
信
頼
保
護
、
取
引
安
全
確
保
に
あ
る
以
上
、
当
然
一
般
商
法
上
の
表
見
理
論
と
同
様
な
い
し
類
似
の
保
護
要
件
に
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

れ
は
悪
意
重
過
失
除
外
原
則
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
業
の
外
形
の
存
立
に
つ
い
て
は
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
が
、
存
立
の
立
証
責
任
は
被
害
者
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
あ
り
、
但
し
、
信
頼
の
推
定
を
抹
去
す
る
た
め
に
、
被
害
者
の
主
観
的
事
由
の
挙
証
責
任
は
、
使
用
者
側
に
あ
る
。

　
そ
し
て
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
外
形
理
論
は
こ
こ
忙
は
、
責
任
肯
認
の
段
階
に
限
つ
て
機
能
す
る
。
外
形
理
論
に
依
拠
し
て
、
肯
定
し
た

責
任
は
法
律
行
為
責
任
で
は
な
く
て
、
不
法
行
為
の
損
害
賠
償
責
任
で
あ
る
か
ら
、
不
法
行
為
の
法
理
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

過
失
相
殺
の
問
題
は
や
は
り
残
る
。
但
し
、
そ
の
場
合
は
軽
過
失
の
相
殺
だ
け
が
間
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
悪
意
・
．
重
過
失
の
場
合
に

は
、
使
用
者
責
任
は
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
手
形
偽
造
の
使
用
者
責
任
規
定
の
適
用
上
、
使
用
者
の
帰
責
事
由
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
処
理
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な

る
が
、
使
用
者
責
任
の
判
定
に
当
つ
て
、
一
般
に
、
使
用
者
の
帰
責
事
情
は
真
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
全
然
顧
み
ら
れ

て
い
な
い
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
「
事
業
ノ
執
行
」
の
範
囲
の
判
定
を
め
ぐ
つ
て
巧
み
に
帰
責
事
情
の
考
慮
が
盛

込
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
実
際
上
、
外
形
理
論
の
採
用
で
、
「
事
業
ノ
執
行
」
の
範
囲
の
判
定
に
つ
き
、
使
用
者
が
関
連
職
務
へ
従
業
員
被
用

者
を
選
任
登
用
し
た
こ
と
、
偽
造
者
は
使
用
者
の
指
揮
監
督
に
服
す
る
も
の
か
ど
う
か
な
ど
の
要
素
を
考
慮
に
入
れ
て
認
定
し
て
い
る
か
ら
、
前

述
表
見
法
理
の
帰
責
事
由
と
し
て
構
成
し
難
い
諸
事
例
は
、
こ
こ
に
は
事
業
の
外
形
の
認
定
に
対
し
、
そ
の
要
素
の
一
つ
と
し
て
重
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。



　
⇔
の
場
合
に
つ
い
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
手
形
取
得
者
は
偽
造
手
形
を
真
正
な
手
形
と
信
じ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
使
用
者
責
任
の
成
立
要
件

の
一
つ
で
あ
る
。
「
事
業
ノ
執
行
二
付
キ
」
と
の
関
連
が
問
題
に
な
つ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
手
形
譲
受
人
は
誰
が
記
名
捺
印
、
交
付
を
し

だ
か
を
知
ら
ず
に
手
形
を
取
得
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
の
に
、
偽
造
者
の
職
務
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
信
頼
の
保
護
を
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

に
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
の
外
形
の
形
成
に
取
得
者
の
主
観
的
事
由
を
要
件
と
す
る
立

場
か
ら
発
し
た
疑
問
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
偽
造
行
為
が
偽
造
者
の
職
務
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
手
形
を
取
得
す
る
の
は
、

直
接
の
相
手
方
以
外
に
少
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
に
も
述
べ
た
、
事
業
の
外
形
は
客
観
事
由
か
ら
形
成
さ
れ
、
事
業
の
外
形
の
存
在
が
客
観

的
に
認
定
し
え
れ
ば
、
取
得
者
の
外
形
に
対
す
る
信
頼
は
推
定
さ
れ
る
。
あ
と
は
こ
の
推
定
を
破
る
の
に
、
取
得
者
に
は
偽
造
行
為
に
対
す
る
悪

意
・
重
過
失
が
存
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
取
得
者
の
真
正
な
手
形
の
信
頼
は
、
か
か
る
悪
意
・
重
過
失
の
認
定
に
お
い
て
、
ど

う
い
う
意
味
を
も
つ
か
が
間
題
と
な
る
。
取
得
者
が
手
形
取
得
の
際
に
、
被
偽
造
者
の
真
正
な
手
形
で
あ
る
と
積
極
的
に
信
じ
て
い
る
な
ら
ば
、

手
形
偽
造
は
被
用
者
の
権
限
外
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
知
り
（
悪
意
）
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
知
ら
な
か
つ
た
場
合
に
は
存
在
し
え
な
い
。
し

た
が
つ
て
、
前
述
の
権
限
に
対
す
る
信
頼
の
場
合
と
同
様
に
評
価
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
真
正
な
手
形
で
あ
る
と
の
信
頼
に
つ
い
て
、

悪
意
・
重
過
失
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
も
ま
た
同
様
に
信
頼
保
護
の
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
手
形
取
得
者
の
主
観
的
態
様
は
、
事
業
の
外
形
の
形
成
要
件
で
は
な
く
、
信
頼
保
護
の
要
件
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
取
得
者
の
信
頼
の
肯

認
に
つ
い
て
、
取
得
者
の
権
利
に
対
す
る
信
頼
と
、
真
正
な
手
形
の
信
頼
と
は
同
様
な
機
能
を
営
む
の
で
あ
る
か
ら
へ
⇔
の
場
合
も
O
の
場
合
と

同
じ
使
用
者
責
任
の
規
定
の
適
用
を
認
め
う
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
節
に
お
け
る
、
O
の
場
合
に
対
す
る
議
論
は
、
⇔
の
場
合
に
対
し
て
も
そ
の

ま
ま
妥
当
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
O
、
⇔
の
場
合
と
も
使
用
者
責
任
は
肯
定
し
え
る
が
、
し
か
し
、
し
よ
せ
ん
使
用
者
責
任
は
不
法
行
為
責
任
で
あ
る
か
ら
、
取

得
者
が
請
求
し
う
る
の
は
、
損
害
賠
償
額
で
あ
つ
て
、
手
形
額
面
通
り
当
然
請
求
で
き
る
か
ど
う
か
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
手
形
上
の

　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
　
　
（
一
六
四
五
）



　
　
　
手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
　
　
（
一
六
四
六
）

権
利
で
は
な
い
の
で
、
手
形
の
移
転
に
と
も
な
つ
て
、
当
然
そ
の
権
利
は
後
者
へ
移
転
し
え
な
い
。
取
得
者
各
人
が
成
立
要
件
を
と
と
の
わ
な
け

れ
ば
、
請
求
は
認
め
な
い
。
更
に
、
相
手
方
の
主
観
的
状
態
す
な
わ
ち
、
悪
意
・
過
失
の
程
度
に
よ
り
請
求
範
囲
が
様
々
に
変
化
す
る
。
損
害
発

　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

生
の
時
期
、
遅
延
損
害
金
の
起
算
点
も
問
題
に
な
り
、
し
か
も
、
そ
の
法
定
利
率
も
異
つ
て
い
る
。
偽
造
手
形
の
使
用
者
責
任
の
追
求
に
つ
ぎ
、

こ
れ
ら
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
合
せ
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
本
質
的
な
制
約
が
存
在
し
、
善
意
保
護
は
稀
薄
化
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
学
説
は
使
用
者
責
任
に
目
を
向
け
な
い
で
、
手
形
上
の

完
全
権
利
を
問
題
と
す
る
表
見
法
理
を
指
向
し
て
、
立
論
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
使
用
者
責
任
は
不
法
行
為
法
域
内
の
法
理
で
あ
り
、
損
害
の
公
李
負
担
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
述
の
制
約
は
存
在
す
る
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
る
と
、
曽
使
用
者
責
任
の
過
失
相
殺
に
よ
つ
て
、
手
形
取
得
者
の
請
求
額
が
軽
減
さ
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に

過
失
相
殺
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
次
の
よ
う
な
合
理
性
が
維
持
し
え
る
。
す
な
わ
ち
、
外
形
理
論
の
採
用
の
結
果
、
使
用
者
責
任
の
成
立
要
件
は

緩
か
に
な
る
。
一
方
過
失
相
殺
に
よ
つ
て
、
過
失
あ
る
取
得
者
の
請
求
額
に
対
し
、
過
失
の
程
度
に
応
じ
て
、
被
偽
造
者
と
手
形
取
得
者
と
の
間

の
利
害
調
整
が
精
密
に
取
り
計
ら
れ
る
。
表
見
代
理
な
い
し
表
見
法
理
の
よ
う
に
、
権
利
に
対
す
る
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
　
（
毘
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ぎ
爵
一
躍
）
の
処
理
方
法
が
、
手
形
取
得
者
に
対
し
、
最
良
な
保
護
手
段
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
オ
ー
ル
の
場
合
な
ら
ば
、
取
得
者
に
と

つ
て
絶
対
有
利
で
あ
る
が
、
ナ
ッ
シ
ン
グ
の
場
合
に
な
る
と
逆
に
絶
対
不
利
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
極
端
な
処
理
方
法
に
比
べ
る
と
、
あ
る
い
は
、

こ
ま
か
い
調
整
の
機
能
を
帯
有
す
る
過
失
相
殺
方
法
は
、
取
得
者
に
と
つ
て
も
最
も
妥
当
な
保
護
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
偽
造
手
形
の
場
合
、
損
害
は
、
通
常
は
手
形
取
得
の
際
の
出
損
額
を
損
害
額
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
取
得
で
ぎ
る
と
期
待
し

た
権
利
を
取
得
で
き
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
る
不
利
益
を
損
害
と
考
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
手
形
金
額
を
損
害
額
と
解
す
る
場
を
根
拠
づ
け
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

も
、
全
く
不
可
能
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
法
的
効
果
に
つ
き
、
被
偽
造
者
の
使
用
者
責
任
と
表
見
代
理
な

い
し
表
見
法
理
の
責
任
と
の
距
離
も
大
幅
に
縮
ま
る
こ
と
に
な
る
。



（
1
）
　
最
判
昭
和
三
二
・
七
・
一
六
民
集
一
一
巻
七
号
一
二
五
四
頁
、

　
四
九
頁
　
同
昭
和
四
三
・
四
・
コ
一
民
集
二
二
巻
四
号
八
八
九
頁
、

　
頁
、
同
昭
和
四
五
・
五
・
二
二
金
融
法
務
事
情
五
八
六
号
三
八
頁
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）五

頁
、

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）観
信
頼
の
保
護
」

」
五
一
頁
、

（
扮
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
15
）

（
1
6
）

（
1
7
）

同
昭
和
三
六
・
六
・
九
民
集
一
五
巻
六
号
一
五
四
六
頁
、

同
昭
和
四
四
・
二
二
二
判
例
時
報
五
五
三
号
四
四
頁
、

同
昭
和
四
〇
・
二
・
三
〇
民
集
一
九
巻
八
号
二
〇

同
昭
和
四
五
・
二
・
二
六
民
集
二
四
巻
二
号
一
〇
九

大
判
大
正
一
五
・
一
〇
・
一
三
民
集
五
巻
七
八
五
頁
。

最
判
昭
和
三
六
・
六
・
九
民
集
一
五
巻
六
号
一
五
四
六
頁
、
同
昭
和
四
五
・
二
・
二
六
民
集
二
四
巻
二
号
一
〇
九
頁
。

最
判
昭
和
四
〇
・
一
一
・
二
〇
民
集
一
九
巻
八
号
二
〇
四
九
頁
。

最
判
昭
和
四
三
・
四
・
一
二
民
集
二
二
巻
四
号
八
八
九
頁
。

最
判
昭
和
四
二
・
四
・
二
〇
民
集
一
二
巻
三
号
六
九
七
頁
、
同
昭
和
四
ニ
ゲ
一
一
・
二
民
集
二
一
巻
九
号
二
二
七
八
頁
、
同
昭
和
四
二
・
二
一
二
二
判
例
時
報
五
二
昔
互
二

　
同
昭
和
四
三
・
二
・
六
判
例
時
報
五
一
四
号
四
八
頁
。

山
口
・
判
例
評
論
一
一
五
号
三
一
頁
、
谷
口
・
民
商
法
雑
誌
六
三
巻
四
号
五
七
一
頁
。

吉
川
・
前
掲
民
商
法
雑
誌
六
五
巻
四
号
五
八
九
頁
参
照
。

最
判
昭
和
四
二
・
四
・
二
〇
民
集
二
一
巻
三
号
六
九
七
頁
。

吉
川
・
前
掲
民
商
法
雑
誌
六
五
巻
四
号
五
八
七
頁
。

加
藤
『
レ
ヒ
ツ
シ
ャ
イ
ン
法
理
よ
り
見
た
商
法
第
四
十
二
条
論
』
北
海
道
法
学
七
巻
三
・
四
合
併
号
七
四
頁
以
下
、
同
前
掲
・
伊
沢
記
念
八
七
頁
。
喜
多
「
商
法
に
お
け
る
外

　
　
　
　
　
法
学
教
室
七
号
一
五
五
頁
、
同
「
手
形
行
為
と
表
見
代
理
」
新
商
法
演
習
3
三
一
頁
、
崎
田
「
表
見
代
表
取
締
役
と
第
三
者
の
過
失
」
会
社
判
例
百
選
（
新
版
）

　
　
　
田
村
『
表
見
代
表
取
締
役
」
新
商
法
演
習
2
七
二
頁
。

吉
川
・
前
掲
民
商
法
雑
誌
六
五
巻
四
号
五
九
四
頁
同
旨
、
但
し
、
反
対
は
、
山
口
・
前
掲
判
評
三
一
頁
、
乾
達
・
民
商
法
雑
誌
五
八
巻
六
号
九
一
二
頁
。

上
柳
・
前
掲
現
代
商
法
学
の
諸
間
題
二
四
頁
、
小
橋
「
手
形
の
偽
造
と
民
法
七
一
五
条
の
使
用
者
責
任
」
手
形
小
切
手
法
判
例
百
選
（
新
版
）
六
七
頁
。

満
期
に
支
払
を
拒
絶
さ
れ
た
時
と
解
す
る
説
も
あ
る
が
、
出
掲
の
時
、
た
と
え
ば
、
割
引
の
時
と
解
す
る
も
の
が
多
い
。

使
用
者
責
任
の
場
合
は
年
五
分
と
計
算
す
べ
き
で
あ
る
（
民
法
四
〇
四
条
）
が
、
手
形
金
請
求
の
場
合
は
年
六
分
に
な
る
。

上
柳
・
前
掲
現
代
商
法
学
の
諸
問
題
三
三
頁
。

上
柳
「
手
形
偽
造
と
使
用
者
責
任
」
判
例
演
習
講
座
一
〇
六
頁
。

五
　
結

語

以
上
手
形
偽
造
の
問
題
を
手
形
取
得
者
の
側
面
か
ら
把
握
し
、
取
得
者
の
手
形
取
得
の
際
の
主
観
的
な
態
様
を
基
準
と
し
て
、
O
偽
造
者
に
権

手
形
偽
造
の
被
偽
造
者
責
任

一
九
九
　
　
（
一
六
四
七
）
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限
あ
る
と
信
頼
し
た
場
合
と
、
⇔
偽
造
手
形
を
真
正
な
手
形
と
信
頼
し
た
場
合
と
に
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
表
見
代
理
責
任
、
表
見

法
理
責
任
及
び
使
用
者
責
任
の
成
否
を
検
討
し
て
ぎ
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
表
見
代
理
責
任
に
つ
い
て
、
e
の
場
合
に
は
、
手
形
上
代
理
代
行

の
形
式
が
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
表
見
代
理
の
規
定
の
直
接
適
用
は
認
め
が
た
い
が
、
し
か
し
、
取
得
者
側
は
、
代
理
代
行
関
係
が
実
質
的

に
存
在
す
る
と
信
じ
、
代
理
の
法
的
効
果
の
発
生
を
望
む
か
ら
、
取
得
者
に
は
表
見
代
理
的
な
基
礎
が
存
し
、
表
見
代
理
の
類
推
適
用
は
認
め
う

る
。
反
対
に
、
⇔
の
場
合
は
取
得
者
の
信
頼
は
手
形
の
真
偽
に
お
か
れ
る
か
ら
、
偽
造
者
、
被
偽
造
者
間
は
勿
論
、
取
得
者
も
代
理
的
な
法
的
効

果
の
発
生
を
望
ん
で
い
な
い
か
ら
、
こ
こ
に
は
表
見
代
理
を
類
推
す
る
余
地
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
O
、
⇔
の
場
合
に
分
け
て
、
表
見

代
理
の
適
用
の
間
題
を
考
え
て
み
る
と
、
従
来
、
手
形
の
表
見
代
理
の
適
用
に
つ
き
困
難
が
あ
つ
た
、
第
三
者
の
範
囲
の
問
題
も
こ
こ
に
は
生
じ

な
い
こ
と
に
な
る
。

　
表
見
法
理
責
任
に
つ
い
て
、
O
の
場
合
は
、
事
柄
の
性
質
上
当
て
は
ま
ら
ず
、
表
見
法
理
を
論
じ
る
余
地
は
な
い
。
⇔
の
場
合
は
、
手
形
交
付

の
欠
歓
の
問
題
と
対
比
し
て
考
量
す
る
と
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
い
る
被
偽
造
者
の
帰
責
事
由
は
、
表
見
法
理
責
任
の
形
成
要
件
の
帰
責
事
由
と
し

て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
手
形
偽
造
に
つ
い
て
表
見
法
理
の
適
用
を
全
面
的
に
否
定
す
る
結
論
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
使
用
者
責
任
に
つ
い
て
は
、
O
、
⇔
の
場
合
と
も
使
用
者
責
任
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
外
形
理
論
の
導
入
に
よ
つ
て
拡
大

さ
れ
た
保
護
の
結
果
で
あ
る
。
同
じ
外
観
外
形
理
論
の
問
題
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
一
方
の
表
見
法
理
責
任
の
成
立
は
認
め
ら
れ
ず
、
一
方
の
使
用

者
責
任
の
成
立
は
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
偽
造
手
形
に
つ
い
て
外
形
理
論
の
問
題
と
し
て
言
及
す
る
に
は
、
信
頼
性
よ
り
も
帰
責

性
が
問
題
の
中
心
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
け
だ
し
、
取
得
者
の
信
頼
の
態
様
は
O
の
場
合
で
あ
つ
て
も
、
⇔
の
場
合
で
あ
つ
て
も
、
同
様
な
評
価

が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
信
頼
の
要
件
の
存
在
に
つ
い
て
疑
問
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
被
偽
造
者
に
は
偽
造
手
形
の
作
成
に
対
し
、
「
意
思
」
の
存
在

を
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
被
偽
造
者
に
他
の
帰
責
事
由
が
あ
つ
て
も
、
そ
れ
の
み
で
は
、
表
見
法
理
の
帰
責
事
由
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

使
用
者
責
任
の
肯
認
に
つ
ぎ
、
「
事
業
の
外
形
」
の
構
成
事
由
と
し
て
は
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
被
偽
造
者
の
帰
責
事
由
は
こ
う
い
つ
た
性
格



の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
認
め
ら
れ
た
責
任
も
当
然
法
律
行
為
責
任
で
ば
な
く
、
損
害
賠
償
責
任
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
表
見
代
理
責
任
を
追
認
す
る
場
合
と
比
較
し
て
、
使
用
者
責
任
の
追
求
は
少
な
か
ら
ぬ
不
利
な
地
位
に
お
か
れ
る
。
そ
こ
で
手
形
偽
造
に
つ
い

て
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
偽
造
手
形
取
得
者
は
ま
ず
真
正
な
手
形
振
出
な
い
し
は
表
見
代
理
に
基
づ
く
手
形
金
請
求
を
な
し
、

予
備
的
（
第
二
次
的
）
に
使
用
者
責
任
を
追
求
す
る
例
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
判
例
法
上
も
、
ま
ず
表
見
代
理
責
任
を
認
め
、
そ
の
認
め

ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
補
充
的
に
使
用
者
責
任
が
適
用
さ
れ
る
と
の
原
則
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
⇔
の
場
合
す
な
わ
ち
偽
造
手
形
を
真
正
な
手

形
と
信
頼
し
た
場
合
に
は
、
使
用
者
責
任
に
よ
る
ほ
か
な
い
と
の
立
場
か
ら
当
然
導
か
れ
る
結
論
で
あ
る
。
学
説
の
多
数
は
、
従
来
、
使
用
者
責

任
を
最
終
補
充
的
な
も
の
と
解
し
、
表
見
代
理
の
適
用
が
で
き
な
い
場
合
に
も
、
表
見
法
理
に
よ
る
表
見
責
任
を
ま
ず
肯
認
し
、
こ
の
理
論
に
よ

つ
て
も
な
お
不
十
分
な
場
合
に
の
み
最
終
段
．
階
で
補
充
的
に
使
用
者
責
任
の
適
用
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
前
出
結
論
の
如
く
、

手
形
偽
造
に
つ
き
、
表
見
法
理
責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
ゆ
え
に
、
学
説
の
適
用
順
序
も
判
例
と
一
致
す
る
こ
と
も
ま
た
当
然
で
あ
る
。
、
と
こ
ろ
で
、

O
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
表
見
代
理
責
任
が
成
立
し
う
る
⇔
と
も
に
、
ま
た
使
用
者
責
任
も
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
両
者
は
競
合
し
て
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
場
合
は
、
一
方
の
弁
済
を
受
け
た
限
度
で
他
方
の
請
求
権
が
消
滅
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
よ
う
な
結
論
に
対
し
、
善
意
取
得
者
に
対
す
る
保
護
が
不
足
す
る
と
の
批
評
も
予
想
で
き
る
。
し
か
し
、
偽
造
手
形
に
お
け
る
被
偽
造

者
は
、
本
来
は
な
ん
ら
の
責
任
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
見
代
理
規
定
の
類
推
適
用
、
外
形
理
論
の
取
入
に
よ
つ
て
使
用
者
責
任
の
肯
認
が

で
き
る
こ
と
は
、
す
で
に
善
意
取
得
者
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
現
在
私
法
理
論
の
可
能
性
の
最
大
限
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
述
べ
た
考
え
方
に
は
、
さ
ら
に
十
分
な
検
討
を
必
要
と
す
る
点
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
被
偽
造
者
責
任
だ
け
で
な
く
、
偽
造
者
責

任
も
同
じ
見
地
か
ら
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

　
島
谷
先
生
の
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
つ
つ
、
一
九
七
八
年
八
月
一
五
日
。
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